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編　集　後　記

　関係者一同の御’協力により、九州大学極低温実験室だよりNo。5の発行となりました。

御多忙中にも関わらず原稿を執筆して頂きました皆様に深く感謝致します。

　現在、九州大学理学部極低温実験室は、国立大学法人化、大学移転等に関連して激動の

渦中にあります。重要な課題の一つとして液体ヘリウムの低価格化とヘリウムガスの回収

率の向上が挙げられます。これらの課題は密接に関係しており、新キャンパス移転後の各

建物・実験室に整備されるヘリウムガス回収配管によって一挙に解決すると期待されます。

また、現有の施設では回収配管が未整備の為に液体ヘリウムを使用する研究を回避したり、

ヘリウムガスの回収を行うことなく空気中へ放出するといった最悪の事態からも脱皮する

こともできることでしょう。特に、ヘリウムガス回収に関しては、日本では産出しておら

ず輸入に頼っている限られた資源である現状から考えても空気中へ放出する行為は、自然

科学の研究に携わるものとして手を換いて傍観することは堪え難いことです。

　数年後に迫った九州大学移転によって、極低温実験室の健全な運営体制が構築されるこ

とを期待しています。
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